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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　前記表示部の画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された
複数の光のそれぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部
と、
　前記表示部に表示される画像に応じて前記バリア部が有する前記複数の開口部の状態を
制御する制御部と、
　を備え、
　前記表示部は、被写体距離に応じて画面内の領域毎に視点数を変えた多視点画像を表示
し、
　前記制御部は、前記バリア部における被写体距離に応じた領域のそれぞれに対応する部
分毎に、異なるピッチの前記複数の開口部を形成する
　表示装置。
【請求項２】
　前記表示部は、画面内における第１領域に第１視点数の視点のそれぞれに個別の画像を
与える多視点画像を表示し、画面内における第２領域に前記第１視点数とは異なる第２視
点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、
　前記制御部は、前記バリア部における前記第１領域に対応する部分に形成される前記複
数の開口部と、前記バリア部における前記第２領域に対応する部分に形成される前記複数
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の開口部とを異なるピッチで配置させる
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示部は、前記第１領域と前記第２領域との境界領域に、前記第１視点数の視点の
それぞれに個別の画像を与える多視点画像と前記第２視点数の視点のそれぞれに個別の画
像を与える多視点画像とを交互に表示し、
　前記制御部は、前記バリア部における前記境界領域に対応する部分に、前記第１視点数
に対応するピッチの前記複数の開口部および前記第２視点数に対応するピッチの前記複数
の開口部を交互に形成する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記バリア部における前記複数の開口部のピッチに応じて、対応する開
口部の大きさを変える
　請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記バリア部における前記複数の開口部のピッチに応じて、前記表示部
における対応する領域の光量の大きさを変える
　請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　表示部と、
　前記表示部の画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された
複数の光のそれぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部
と、
　前記表示部に表示される画像に応じて前記バリア部が有する前記複数の開口部の状態を
制御する制御部と、
　を備え、
　前記表示部は、画面内における第１領域に第１視点数の視点のそれぞれに個別の画像を
与える多視点画像を表示し、画面内における第２領域に前記第１視点数とは異なる第２視
点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、
　前記制御部は、前記バリア部における前記第１領域に対応する部分に形成される前記複
数の開口部と、前記バリア部における前記第２領域に対応する部分に形成される前記複数
の開口部とを異なるピッチで配置させ、
　前記表示部は、前記第１領域と前記第２領域との境界領域に、前記第１視点数の視点の
それぞれに個別の画像を与える多視点画像と前記第２視点数の視点のそれぞれに個別の画
像を与える多視点画像とを交互に表示し、
　前記制御部は、前記バリア部における前記境界領域に対応する部分に、前記第１視点数
に対応するピッチの前記複数の開口部および前記第２視点数に対応するピッチの前記複数
の開口部を交互に形成する
　表示装置。
【請求項７】
　表示装置の制御方法であって、
　前記表示装置は、
　表示部と、
　前記表示部の画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された
複数の光のそれぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部
と、
　を備え、
　前記表示部は、被写体距離に応じて画面内の領域毎に視点数を変えた多視点画像を表示
し、
　前記バリア部における被写体距離に応じた領域のそれぞれに対応する部分毎に、異なる
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ピッチの前記複数の開口部を制御する
　制御方法。
【請求項８】
　表示装置の制御方法であって、
　前記表示装置は、
　表示部と、
　前記表示部の画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された
複数の光のそれぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部
と、
　を備え、
　前記表示部に表示される画像に応じて前記バリア部が有する前記複数の開口部の状態を
制御し、
　前記表示部は、画面内における第１領域に第１視点数の視点のそれぞれに個別の画像を
与える多視点画像を表示し、画面内における第２領域に前記第１視点数とは異なる第２視
点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、
　前記バリア部における前記第１領域に対応する部分に形成される前記複数の開口部と、
前記バリア部における前記第２領域に対応する部分に形成される前記複数の開口部とを異
なるピッチで配置させるように前記複数の開口部を制御し、
　前記表示部は、前記第１領域と前記第２領域との境界領域に、前記第１視点数の視点の
それぞれに個別の画像を与える多視点画像と前記第２視点数の視点のそれぞれに個別の画
像を与える多視点画像とを交互に表示し、
　前記バリア部における前記境界領域に対応する部分に、前記第１視点数に対応するピッ
チの前記複数の開口部および前記第２視点数に対応するピッチの前記複数の開口部を交互
に形成するように前記複数の開口部を制御する
　制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パララックスバリアを用いた多視点画像の表示装置が知られている（例えば、特許文献
１～３）。このような表示装置は、異なる視点から観察する複数の観察者のそれぞれに対
して異なる画像を与えたり、観察者が移動した場合において移動位置に応じた画像を与え
たりすることができる。これにより、この表示装置は、被写体を多数の方向から同時に観
察した像を再現したような画像を提供することができる。
【０００３】
　特許文献１　特表２０１０－５０５１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、背景および遠景等を多視点表示しても、立体感の向上効果が少ない場合があ
る。また、多視点表示をした場合、それぞれの視点に与える画像の解像度が低下してしま
う。従って、多視点表示装置は、表示される画像の内容に適した視点数で表示ができるこ
とが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の態様においては、表示部と、前記表示部の
画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された複数の光のそれ
ぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部と、前記表示部
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に表示される画像に応じて前記バリア部が有する前記複数の開口部の状態を制御する制御
部と、を備える表示装置、および、制御方法を提供する。
【０００６】
　なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではなく、これ
らの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態に係る表示装置１０の外観および観察者を示す。
【図２】本実施形態に係る表示装置１０の構成を示す。
【図３】本実施形態に係る表示部２２およびバリア部２４の構成の一例、および、複数の
開口部３０および複数の画素群４０の配置関係の一例を示す。
【図４】本実施形態に係る表示部２２に表示される画像の一例を示す。
【図５】図４に示されるような画像が表示された場合における、バリア部２４が有する複
数の開口部３０の状態の第１例を示す。
【図６】図４に示されるような画像が表示された場合における、バリア部２４が有する複
数の開口部３０の状態の第２例を示す。
【図７】第１領域５１と第２領域５２との間の境界領域６１の一例を示す。
【図８】被写体距離に応じて視点数を変えた多視点画像が表示された表示部２２の一例を
示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組
み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【０００９】
　図１は、本実施形態に係る表示装置１０の外観および観察者を示す。本実施形態に係る
表示装置１０は、複数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示する。
【００１０】
　表示装置１０は、複数の位置から被写体を撮像した複数の画像のそれぞれを、対応する
方向の視点に対して表示する。これにより、表示装置１０は、異なる視点から観察する複
数の観察者のそれぞれに、当該視点に対応する方向から被写体を撮像した画像を表示する
ことができる。また、このような表示装置１０は、観察者が移動した場合において、当該
移動位置に応じた方向から被写体を撮像した画像を表示することができる。
【００１１】
　図２は、本実施形態に係る表示装置１０の構成を示す。表示装置１０は、画像出力部２
０と、表示部２２と、バリア部２４と、制御部２６とを備える。
【００１２】
　画像出力部２０は、複数の視点のそれぞれへと個別の画像を与えるための多視点画像を
出力する。ここで、画像出力部２０は、個別の画像を与える視点数が、画面内の領域毎に
異なる多視点画像を出力する。画像出力部２０は、一例として、画面内の第１領域に第１
視点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を出力し、第１領域とは異なる
第２領域に第１視点数とは異なる第２視点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視
点画像を出力する。また、画像出力部２０は、一例として、全ての視点に同一画像を与え
る２次元画像を、一部の領域に含む多視点画像を出力してもよい。
【００１３】
　表示部２２は、画像出力部２０から出力された多視点画像を表示する。表示部２２は、
一例として、液晶表示装置と、この液晶表示装置の裏面側から光を照射するバックライト
とを有する表示パネルである。
【００１４】
　バリア部２４は、表示部２２の前に配置される。バリア部２４は、表示部２２の画面全
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面のそれぞれの位置に対応した複数の開口部３０を有する。複数の開口部３０のそれぞれ
は、表示部２２の対応する画面位置から出力される光を透過して、対応する画面位置から
出力された複数の視点のそれぞれの画像の光を対応する視点へと与える。
【００１５】
　このようなバリア部２４は、表示部２２から出力された光の一部を複数の開口部３０を
通過させることにより、表示部２２から出力された複数の視点のそれぞれに対応する画像
の光を対応する視点へと与える。即ち、バリア部２４は、表示部２２から出力された光の
一部を複数の開口部３０以外の部分で遮断することにより、表示部２２から出力された複
数の視点のそれぞれに対応する画像の光を、対応する視点以外の視点へとは与えない。こ
のようなバリア部２４は、一例として、液晶パネルにより実現され、複数の開口部３０の
状態、即ち、位置、形状および大きさが制御部２６により制御される。
【００１６】
　制御部２６は、表示部２２に表示される画像に応じてバリア部２４が有する複数の開口
部３０の状態を制御する。具体的には、制御部２６は、個別の画像を与える視点の数が異
なる領域毎に、当該領域におけるバリア部２４の対応する部分に形成される複数の開口部
３０のピッチ（隣接する開口部３０の間の距離）を変えるように制御する。
【００１７】
　図３は、表示部２２およびバリア部２４の構成の一例、および、複数の開口部３０およ
び複数の画素群４０の配置関係の一例を示す。
【００１８】
　表示部２２は、画面内の多視点画像を表示する領域において、複数の視点のそれぞれに
対して与えるべき複数の画像を同時に表示する。ここで、複数の視点のそれぞれに対して
与えるべき複数の画像のそれぞれの、画面内の同一位置のドットを表示する画素４２のグ
ループを、画素群４０という。表示部２２には、画面内の多視点画像を表示する領域にお
いて、複数の画素群４０が形成される。
【００１９】
　バリア部２４は、多視点画像を表示する領域に対応する部分において、複数の開口部３
０を形成する。複数の開口部３０のそれぞれは、複数の画素群４０のそれぞれに対応する
。複数の開口部３０のそれぞれは、対応する位置の画素群４０から出力された複数の光の
それぞれを通過させて対応する視点へと与える。
【００２０】
　例えば、画面内の所定領域内に水平方向に並んだ第１視点数の視点のそれぞれに個別の
画像を与える多視点画像を表示する場合、複数の開口部３０のそれぞれは、この所定の領
域に対応する部分において、それぞれが垂直方向に延伸して、水平方向に並べて配置され
る。即ち、複数の開口部３０のそれぞれは、この所定の領域内において、縦方向に長いス
リット状に形成される。
【００２１】
　このような複数の画素群４０のそれぞれおよび複数の開口部３０のそれぞれは、図３に
示されるように配置される。即ち、複数の画素群４０のそれぞれおよび複数の開口部３０
のそれぞれは、当該画素群４０に含まれる複数の画素４２のそれぞれと対応する視点とを
直線で結んだ場合において、これらの直線が当該開口部３０内において交差するように配
置される。さらに、複数の開口部３０のそれぞれは、対応する画素群４０に含まれる複数
の画素４２のそれぞれと、対応する視点以外の視点とを直線で結んだ場合において、これ
らの直線を遮断する大きさに形成される。
【００２２】
　このようなバリア部２４は、複数の画像の光のそれぞれを、対応する視点へと与えるこ
とができる。即ち、このようなバリア部２４は、複数の画像の光のそれぞれを、対応する
視点以外へと与えないように遮断することができる。
【００２３】
　図４は、本実施形態に係る表示部２２に表示される画像の一例を示す。表示部２２は、
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画面内の領域毎に、視点数の異なる多視点画像を表示する。
【００２４】
　より具体的には、表示部２２は、画面内における第１領域５１に第１視点数の視点のそ
れぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、画面内における第２領域５２に第１視
点数とは異なる第２視点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示する
。この場合、表示部２２の第１領域５１には、それぞれが第１視点数の画素４２を含む複
数の画素群４０が形成される。また、表示部２２の第２領域５２には、それぞれが第２視
点数の画素４２を含む複数の画素群４０が形成される。
【００２５】
　図４の例においては、表示部２２は、人物が表示された第１領域５１と、風景が表示さ
れた第２領域５２とを含む画面を表示する。この場合、例えば、表示部２２は、第２領域
５２に表示される多視点画像の視点数（第２視点数）を、第１領域５１に表示される多視
点画像の視点数（第１視点数）よりも少なくした多視点画像を表示する。
【００２６】
　図５は、図４に示されるような画像が表示された場合における、バリア部２４が有する
複数の開口部３０の状態の第１例を示す。制御部２６は、表示部２２の視点数を変えた領
域に対応する部分毎に、バリア部２４に形成する複数の開口部３０のピッチを変える。
【００２７】
　具体的には、制御部２６は、図４に示したように表示部２２の画面内に第１領域５１お
よび第２領域５２が含まれる場合、バリア部２４における第１領域５１に対応する部分に
形成される複数の開口部３０と、バリア部２４における第２領域５２に対応する部分に形
成される複数の開口部３０とを異なるピッチで配置させる。例えば、図４の例においては
、表示部２２は、人物が表示された第１領域５１の多視点画像の視点数（第１視点数）を
、風景が表示された第２領域５２の多視点画像の視点数（第２視点数）よりも多くしてい
た。従って、この場合、図５に示されるように、制御部２６は、バリア部２４における第
１領域５１に対応する部分に形成される複数の開口部３０のピッチを、バリア部２４にお
ける第２領域５２に対応する部分に形成される複数の開口部３０のピッチよりも、狭くす
る。
【００２８】
　このような表示装置１０は、視点数は少ないが解像度の高い鮮明な多視点画像と、解像
度は低いが視点数が多く立体感が強い多視点画像とを、１つの画面内に同時に表示するこ
とができる。これにより、表示装置１０は、画面内の領域毎に、画像の内容に応じた適切
な視点数で多視点表示をすることができる。例えば、図４および図５に示した例の場合で
あれば、表示部２２は、人物を立体感を強く感じる画像で表示し、風景を解像度の高い鮮
明な画像で表示することができる。
【００２９】
　なお、制御部２６は、バリア部２４における複数の開口部３０のピッチに応じて、対応
する開口部３０の大きさを変えてもよい。例えば、制御部２６は、複数の開口部３０のピ
ッチが広い部分ほど、開口部３０の開口の大きさを広くする。また、制御部２６は、バリ
ア部２４における複数の開口部３０のピッチに応じて、表示部２２における対応する領域
の光量の大きさを変えてもよい。例えば、制御部２６は、バックライト等を制御すること
により、複数の開口部３０のピッチが広い部分に対応する領域ほど、光量を大きくする。
【００３０】
　表示装置１０は、このように複数の開口部３０のピッチに応じて、開口部３０の大きさ
および表示部２２の光量を制御することにより、画面内の領域毎に視点数が異なる場合で
あっても、画面内において均一の光量で多視点画像を表示することができる。
【００３１】
　図６は、図４に示されるような画像が表示された場合における、バリア部２４が有する
複数の開口部３０の状態の第２例を示す。表示部２２は、画面内の一部の領域に、全ての
視点に同一の画像を与える２次元画像を表示してもよい。
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【００３２】
　具体的には、表示部２２は、図４に示したように画面内に第１領域５１および第２領域
５２が含まれる場合、画面内における第１領域５１に複数の視点のそれぞれに個別の画像
を与える画像を表示し、画面内における第２領域５２に２次元画像を表示する。
【００３３】
　そして、この場合、制御部２６は、バリア部２４における第１領域５１に対応する部分
に複数の開口部３０を形成し、バリア部２４における第２領域５２に対応する部分におい
て表示部２２から出力された光を全て通過させる。制御部２６は、一例として、バリア部
２４における第２領域５２に対応する部分の全面を開口することにより、表示部２２の第
２領域５２から出力された光を全て通過させる。
【００３４】
　このような表示装置１０は、画面内の一部の領域において多視点表示を行い、他の一部
の領域において２次元画像表示を行うことができる。これにより、表示装置１０は、解像
度の高い鮮明な２次元画像と、解像度は低いが視点数が多く立体感が強い多視点画像とを
、１つの画面内に同時に表示することができる。
【００３５】
　図７は、第１領域５１と第２領域５２との間の境界領域６１の一例を示す。表示部２２
は、第１視点数の多視点画像を表示する第１領域５１と、第２視点数の多視点画像を表示
する第２領域５２との間の境界領域６１に、第１視点数の視点のそれぞれに個別の画像を
与える多視点画像と第２視点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像とを交
互に表示してもよい。
【００３６】
　この場合、制御部２６は、バリア部２４における境界領域６１に対応する部分に、第１
視点数に対応するピッチの複数の開口部３０および第２視点数に対応するピッチの複数の
開口部３０を、表示部２２における画像の切り替えに同期して交互に形成する。このよう
な表示装置１０は、視点数が切り替わる境界における画像の不自然さを緩和して、自然な
画像を提供することができる。
【００３７】
　図８は、被写体距離に応じて視点数を変えた多視点画像が表示された表示部２２の一例
を示す。表示部２２は、被写体距離に応じて画面内の領域毎に視点数を変えた多視点画像
を表示してもよい。ここで、被写体距離とは、撮像時における、撮像位置から被写体まで
の距離をいう。
【００３８】
　図８に示される例の場合、表示部２２は、画面内に、近景領域６５と、中景領域６６と
、遠景領域６７とを含む多視点画像を表示する。表示部２２は、近景領域６５に、第１視
点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示する。表示部２２は、中景
領域６６に、第１視点数よりも少ない第２視点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える
多視点画像を表示する。表示部２２は、遠景領域６７に、第２視点数よりも少ない第３視
点数の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示する。
【００３９】
　そして、制御部２６は、バリア部２４における被写体距離に応じた領域のそれぞれに対
応する部分毎に、異なるピッチの複数の開口部３０を形成する。例えば、図８に示される
例の場合、制御部２６は、バリア部２４における近景領域６５に対応する部分に、第１視
点数に対応した第１ピッチ長で配置された複数の開口部３０を形成する。また、制御部２
６は、バリア部２４における中景領域６６に対応する部分に、第１ピッチ長より長く第２
視点数に対応した第２ピッチ長で配置された複数の開口部３０を形成する。また、制御部
２６は、バリア部２４における遠景領域６７に対応する部分に、第２ピッチ長より長く第
３視点数に対応した第３ピッチ長で配置された複数の開口部３０を形成する。これにより
、表示装置１０によれば、被写体距離に応じて視点数が切り替わる自然な画像を表示する
ことができる。
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【００４０】
　また、表示部２２は、被写体距離が予め定められた距離よりも短い領域に複数の視点の
それぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、被写体距離が予め定められた距離以
上の領域に全ての視点に同一画像を与える２次元画像を表示してもよい。例えば図８に示
される例の場合、表示部２２は、被写体距離が無限大よりも短い近景領域６５および中景
領域６６に、複数の視点それぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、被写体距離
が無限大となる遠景領域６７に２次元画像を表する。
【００４１】
　そして、この場合、制御部２６は、バリア部２４における被写体距離が予め定められた
距離よりも短い領域に対応する部分に複数の開口部３０を形成する。そして、制御部２６
は、バリア部２４における被写体距離が予め定められた距離以上の領域に対応する部分に
おいて表示部２２から出力された光を全て通過させる。例えば、図８に示される例の場合
、制御部２６は、バリア部２４における遠景領域６７に対応する部分の全面を開口して、
表示部２２の遠景領域６７から出力された光を全て通過させる。これにより、表示装置１
０によれば、被写体距離に応じて、被写体距離が無限大となる遠景領域６７に解像度の高
い鮮明な２次元画像を表示し、他の領域に解像度は低いが視点数が多く立体感が強い多視
点画像を表示することができる。
【００４２】
　また、表示部２２は、例えば、画像内における主要被写体（例えば、観察者が注視する
ような被写体）が表示された領域か、主要被写体以外が表示された領域かに応じて、視点
数を切り替えてもよい。例えば、表示部２２は、主要被写体以外が表示された領域に複数
の視点のそれぞれに個別の画像を与える多視点画像を表示し、主要被写体が表示された領
域に全ての視点に同一画像を与える２次元画像を表示してもよい。
【００４３】
　そして、この場合、制御部２６は、バリア部２４における主要被写体以外が表示された
領域に対応する部分に複数の開口部３０を形成し、バリア部２４における主要被写体が表
示された領域に対応する部分において表示部２２から出力された光を全て通過させる。こ
れにより、表示装置１０は、主要被写体が表示された領域を解像度が高い鮮明な画像とし
、その他の領域を立体感を与えるための画像を表示することができる。
【００４４】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更または改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。その様な変更または改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【００４５】
　特許請求の範囲、明細書、および図面中において示した装置、システム、プログラム、
および方法における動作、手順、ステップ、および段階等の各処理の実行順序は、特段「
より前に」、「先立って」等と明示しておらず、また、前の処理の出力を後の処理で用い
るのでない限り、任意の順序で実現しうることに留意すべきである。特許請求の範囲、明
細書、および図面中の動作フローに関して、便宜上「まず、」、「次に、」等を用いて説
明したとしても、この順で実施することが必須であることを意味するものではない。本願
によれば、以下の構成もまた開示される。
　（項目１）
　表示部と、
　前記表示部の画面上のそれぞれの位置に対応し、対応する位置の画素群から出力された
複数の光のそれぞれを通過させて対応する視点へと与える複数の開口部を有するバリア部
と、
　前記表示部に表示される画像に応じて前記バリア部が有する前記複数の開口部の状態を
制御する制御部と、
　を備える表示装置。
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　（項目２）
　前記表示部は、画面内における第１領域に複数の視点のそれぞれに個別の画像を与える
画像を表示し、画面内における第２領域に全ての視点に同一の画像を与える２次元画像を
表示し、
　前記制御部は、
　前記バリア部における前記第１領域に対応する部分に前記複数の開口部を形成し、
　前記バリア部における前記第２領域に対応する部分において前記表示部から出力された
光を全て通過させる
　項目１に記載の表示装置。
　（項目３）
　前記表示部は、被写体距離が予め定められた距離よりも短い領域に複数の視点のそれぞ
れに個別の画像を与える多視点画像を表示し、被写体距離が予め定められた距離以上の領
域に全ての視点に同一画像を与える２次元画像を表示し、
　前記制御部は、
　前記バリア部における被写体距離が予め定められた距離よりも短い領域に対応する部分
に前記複数の開口部を形成し、
　前記バリア部における被写体距離が予め定められた距離以上の領域に対応する部分にお
いて前記表示部から出力された光を全て通過させる
　項目１または２に記載の表示装置。
　（項目４）
　前記表示部は、主要被写体以外が表示された領域に複数の視点のそれぞれに個別の画像
を与える多視点画像を表示し、前記主要被写体が表示された領域に全ての視点に同一画像
を与える２次元画像を表示し、
　前記制御部は、
　前記バリア部における主要被写体以外が表示された領域に対応する部分に前記複数の開
口部を形成し、
　前記バリア部における主要被写体が表示された領域に対応する部分において前記表示部
から出力された光を全て通過させる
　項目１または２に記載の表示装置。
【符号の説明】
【００４６】
１０　表示装置、２０　画像出力部、２２　表示部、２４　バリア部、２６　制御部、３
０　開口部、４０　画素群、４２　画素、５１　第１領域、５２　第２領域、６１　境界
領域、６５　近景領域、６６　中景領域、６７　遠景領域
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